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主な内容
◇ 【連載】小中一貫教育スタートから1年⑧ … 10 p
◇ 【連載】消費生活センターだよりVol.9 ほか … 11 p
◇ エイミーのヨモヤマ話 ほか … 12 p
◇ むつ市情報ポケット … 13 p 〜 15 p
◇ お元気ですか！保健コーナー … 16 p 〜 17 p

◇ ある日、どこかで・・・ … 18 p

◇ 【連載】下北・むつ市企業連携協議会
… 2 p 〜  3 p

主な取り組みのご紹介
◇ 融雪溝使用後はフタを閉めて！ ほか … 4 p
◇ 【連載】ワンポイントごみ出し講座⑤ ほか … 5 p
◇ 暮らしに役立つ税情報 ほか … 6 p 〜  7 p

◇ 第 43回むつ市かきぞめ大会 … 8 p 〜  9 p

　脇野沢漁協荷捌所を会場に恒例の朝市が開催され、当日水揚げされたまるまると

太った鱈を買い求める人で大いに賑わいました。（詳細は次号にて）

『 今が旬  タラふく食べたい  冬の幸 』
1 月 12 日（土）「わきのさわ朝市」開催

・・
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　「下北・むつ市企業連携協議会」（市産業政策課内）は、下北地域の新たな産業振興や企

業の技術力向上を促進し、地域内の雇用を確保することを目的に、平成 21 年 11 月 25 日に

設立しました。会員数は地元の企業や団体などを中心に 79 団体を数え、会長はむつ市長が

務めています。当協議会では、企業の技術力向上や地元高校生をはじめとした地域住民の

就業機会確保などを目指し、さまざまな取り組みを行なっています。

　今回、これまでの取り組みの一部をご紹介します。

　第 2 種放射線取扱主任者試験には、受講生 33 名（うち高校生 12 名）が受験し、見事 7

名が合格しました。昨年に続き、2 年連続で現役高校生が合格するという快挙を達成し、

合格率は 21.2％（高校生を除いた合格率 28.6％）と、全国平均である 20.2％を上回りました。

　また、非破壊試験技術者資格試験（浸透探傷試験PTレベル2）には、受講生15名が挑戦し、

6 名が合格しました。

　これらを受け、12 月 20 日（木）に、むつグランドホテルにおいて「合格者を祝う会」を開

催し、当協議会会長である宮下市長から合格者へ顕彰状を授与しました。

おめでとうございます！

合格者のみなさん 喜びの
◆総会の開催

　年間の事業計画や予算審議などの他、昨年 4 月に行わ

れた総会では、震災後に工事が中断した原子力施設の現

状や今後の見通しについて、東京電力（株）、東北電力（株）、

電源開発（株）、リサイクル燃料貯蔵（株）各社から説明を受

けました。

◆情報収集
　防衛省関連の公共工事、事務用品等の地元受注が減少してい

ることから、受注改善に向けた取り組みを図るべく、同じく海

上自衛隊総監部が所在

する京都府舞鶴市を訪

問し、受注状況の調査

および意見交換を実施

しました。この結果を

もとに、今後、防衛省

に対しても、要望活動

を行なっていきます。

〈詳しくは〉市産業政策課内 下北・むつ市企業連携協議会( 22-1111 内線 2612

特集  下北・むつ市企業連携協議会
主な取り組みのご紹介

主な取り組み

◆講習会の開催
　企業の技術力向上と地域住民、高校生の就業機会確保

を目的に専門講習を開催しました。

・第2種放射線取扱主任者受験対策講習会の実施

　平成 23 年 12 月から平成 24 年 8 月までの期間に開催し

た本講習会には、50 名（うち高校生 19 名）にご参加いただ

きました。

・非破壊試験技術者資格

　試験対策講習会の実施

　（浸透探傷試験PTレベル2）

　平成 23 年 11 月およ

び平成 24 年 6 月に、20

名の受講生を対象に実

施しました。

第 2 種放射線取扱主任者試験・非破壊試験技術者資格試験で
講習会受講生 13 名が合格！

声
顕彰状授与の様子

第 2 種放射線取扱主任者

受験対策講習会の様子

　私たちの地域には、多くの原子力関連施設が集積していますが、実際これまで放射線についてあまり知らないまま

過ごしてきたと感じる方も多くいらっしゃると思います。下北・むつ市企業連携協議会では、放射線についての正しい

知識を身に付けていただくための講演会を次のとおり開催します。多数のみなさまのお越しをお待ちしています。

〈い　つ〉 3 月 23 日（土）午後 1 時～ 3 時

〈どこで〉 むつ来さまい館 イベントホール B

〈テーマ〉 「放射線の基礎知識」

　　　　 ～改めて放射線について知っておこう！～

〈講　師〉 

　公益財団法人原子力安全技術センター 参事 田村 勝裕 氏

講師の田村勝裕氏は、1963 年に日本原子力研究所東

海研究所に入所。1999 年の JCO 臨界事故では、現場

に派遣され事故収束にあたりました。現在は、原子力

安全技術センター参事として、第 1 種、第 2 種、第 3

種放射線取扱主任者講習ならびに原子力防災講座等の

講師を務める傍ら、福島第一原子力発電所の事故以来、

放射線の正しい知識や情報を一人でも多くの方に伝え

ることが使命との思いで、仕事の合間を縫って各地を

巡り、講演活動を行なっておられます。

〈申込方法〉 

どなたでも聴講できますが、人数把握のため事前にお

申し込みください。なお、当日参加もできます。

〈問合せ・申込先〉 

市産業政策課(22-1111 内線 2612

～改めて放射線について知っておこう！～　放射線講演会開催

今回合格されたみなさん

受注状況の調査および意見交換を実施

非破壊試験技術者

資格試験対策講習会の様子

第2種放射線取扱主任者試験合格者

猪股 一重 さん　海上自衛隊　第 1 種も合格！

　単に暗記するのではなく、根本から理解することを念頭

において勉強しました。元々放射線に興味を持っていたの

で、今回の講習に参加できたことは誠に幸運でした。

加藤 光好 さん　海上自衛隊

　長期にわたる講習でしたが、先生の話が面白く、飽きる

ことなく受講できました。

　あきらめないことが大事だと思います。

狩野 光正 さん　（独）海洋研究開発機構むつ研究所

　身近にこの講習を受けている方がいたので、互いにクイ

ズ感覚で問題を出し合っていました。これは肩の力を抜き

ながら切磋琢磨できるオススメの手段だと思います。

北　 直人 さん　個人受講

　知識も無く全くの初心者でしたが、先生がわかりやすく

説明してくれて、回を重ねるごとに勉強が楽しくなってき

ました。自分を変える良いきっかけになったと思います。

笹原 僚希 さん　むつ工業高校 2 年

　休日や学校での休み時間に教本と問題集を使い勉強し

ました。講習会があったからこそ試験に合格できたと思い

ます。講師の先生には本当に感謝しています。

千葉 友和 さん　東北環境科学サービス（株）

　テキストだけでは理解し難い内容もわかりやすく解説し

ていただいたので、とても充実した講習会でした。

湯川 定和 さん　海上自衛隊

　仕事の都合で、なかなかまとまった勉強時間が取れま

せんでしたが、短い時間でも毎日テキストか問題集を広げ

るよう心掛けました。独学ではとても合格にたどり着けな

かっただろうと思います。

非破壊試験技術者資格試験合格者

川上 　敦 さん　（株）となみ

　講義内容がとてもわかりやすく、あっという間の時間の

ように感じました。毎日少しの時間でもテキストに目を通

しました。先生に感謝します。ありがとうございました。

坂本 章永 さん　（株）菊末産業

　実技講習会に参加することで、試験会場の雰囲気と場

所等を一通り経験してから本番に取り組んだため、緊張感

をほぐすことができました。

山崎 元靖 さん　（株）大湊精電社

　実技は練習する機会があまりなかったので、講習会で

やったことを思い出したり、イメージトレーニングをして

試験に挑みました。

横谷 智樹 さん　（株）となみ

　間違えたところを間違えなくなるまで繰り返し勉強して

合格でき、努力の成果が出たので良かったです。この資格

を活かせるチャンスがあればと思います。
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　前回に引き続き、市へ寄せられたごみの分別方法について、よくいただく質問内容をご紹介します。

ごみ出し講座ワンポイント ⑤
～よくいただくお問い合わせ内容②～

○対象となるメーカー

brother（ブラザー）

Canon（キャノン）

DELL（デル）

EPSON（エプソン）

hp（日本HP）

LEXMARK（レックスマーク）

　市では、インクジェットプリンタメーカー6社が行う「インクカートリッジ里帰りプロジェクト」

に賛同し、ご家庭で使用済のインクカートリッジの回収活動に協力しています。回収されたイン

クカートリッジは、各メーカーへ送られリサイクルされます。回収箱は、これまでも市内3か所

の郵便局に設置されていましたが、昨年12月より新たに本庁舎・各庁舎・市立図書館にも設置

しましたので、どうぞご利用ください。

○回収箱設置場所

本庁舎開放エリア、川内庁舎市民ホール

大畑庁舎1階ホール、脇野沢庁舎エントランスホール

市立図書館玄関ホール

むつ郵便局

陸奥川内郵便局

大畑郵便局

〈詳しくは〉
市環境政策課廃棄物対策担当(22-1111内線 2463
川内庁舎市民福祉課　　　　 (42-2111
大畑庁舎市民福祉課　　　　 (34-2111
脇野沢庁舎市民福祉課　　　 (44-2111

本庁舎開放エリアにある回収箱

使用済のインクカートリッジはありませんか？
市施設の一部でも回収を開始

◆小型家電（家電リサイクル法に該当しない物）の捨て方

　電子レンジ、掃除機、扇風機、ストーブ、ビデオデッ

キなどの小型家電類は「燃えないごみ」となります。た

だし、ごみ袋に入らない大きさのものについては「粗大

ごみ」となります。なお、ストーブなどを捨てる場合は、

事前に中の灯油や電池な

どを取り除いてください。

◆ポリタンクや衣装ケースなどのプラスチック製品の捨て方

　「燃えるごみ」となります。ただし、ごみ袋に入らない

大きさのものについては「粗

大ごみ」となります。なお、

ポリタンクを捨てる場合は、

事前に中身を空にしておい

てください。

〈問合せ先〉
市環境政策課廃棄物対策担当

( 22-1111内線 2464

各地区放送内容の確認はこちらへ！（自動音声）

むつ地区 ( 22-7400 川内地区 ( 42-3741

大畑地区 ( 34-3000 脇野沢地区 ( 44-3741
※平日午前 8時 30 分〜午後 5時 15 分の間に更新しています

防災行政用無線情報テレフォンガイド
( 電話で放送内容を確認できます( 

〈詳しくは〉市秘書広聴課広報広聴担当( 22-1111内線 2155

点線をハサミで切り取るなどしてご活用ください



ＦＭアジュール
〈76.2MHz〉

毎朝9時 5分頃～  好評放送中！
災害時の情報確認にも、

ＦＭアジュールをご活用ください。

耳で聴く

２０１３年２月１２日号２０１３年２月１２日号

　市ではこのたび、「小形ロータリ除雪車（1.5m級）」および

「ミニホイールローダ」各1台を追加導入しました。小形ロー

タリ除雪車は歩道除雪のために、ミニホイールローダは主

に大型重機が入ることができない狭小道路等の除雪のため

に使用します。

　両機械とも市が契約している除排雪業者へ貸与し、より迅

速かつ効率的な除排雪作業実施のために活用していきます。

　除雪作業中に敷地内等にある雪を道路へ出す、

いわゆる「雪出し」行為は、作業中の事故を引き起

こす原因となり大変危険です。また、円滑な除雪

作業および通行の妨げとなりますので絶対に行わ

ないでください。

　市民のみなさまのご協力をお願いします。

　融雪溝の使用上の注意については、すでに市政だより11月26日（第 779）号でお知らせしていますが、今

なお、使用後も融雪溝のフタを開けたまま放置しているケースが見受けられます。

　融雪溝のフタを開けたまま放置していると、除雪車両等との接触破損や歩行者が転落するなどのおそれ

があり大変危険ですので、使用後は必ずフタを閉めてください。なお、使用する際は次の点にもご注意く

ださい。

　このほど、NPO法人青森ITSクラブが運営する青森県道路情報サイト「青森みち情報」

に、国道 279号冬期交通傷害予測情報が追加掲載されました。

　同サイトではこの他に、県内の主要道路沿線に設置されているライブカメラによる

道路状況や冬期道路閉鎖情報なども確認できますので、お出掛け前の参考情報として

ご活用ください。

・歩行者や通行車両に気を配り、融雪溝使

用時には目印を立て、事故のないよう十

分注意してください。

・転落防止のため、融雪溝の中の網は外さ

ないでください。

・融雪溝のフタを開けやすくするためのビ

ニール袋などを挟まないでくださ

い。歩行者が滑り大変危険です。

・止水板のある部分には雪を捨て

ないでください。雪が詰まり、

融雪溝を使用できなくなるおそ

れがあります。

・正しい利用方法を守らずにフタ

などを破損した場合は、利用者

の自己負担となりますので、融

雪溝は大切に使用してください。融雪溝使用時には、安

全のためポール等の目

印を立ててください。

止水板のある部分に絶対に

雪を捨てないでください。

止水板

今回追加導入した小形ロータリ除雪車（写真左）とミニホイールローダ

大変危険です！

融雪溝使用後はフタを閉めて！

〈問合せ先〉
市土木課維持担当

( 22-1111内線 2717

道路への「雪出し」行為は危険！

円滑な除雪作業にご協力を

〈問合せ先〉
青森県道路課維持補修グループ

( 017-734-9657
: http://www.koutsu-aomori.com/

cgi-bin/index.cgi

より迅速かつ効率的な除排雪作業実施に向けて

「小形ロータリ除雪車」および「ミニホイールローダ」追加

青森県道路情報サイト「青森みち情報」に

国道２７９号冬期交通障害予測情報が追加掲載

※上記でごみ袋に入らない大きさのごみについ

て、分解および分別し、袋に入る大きさとする

ことで、燃えるごみまたは燃えないごみとして

出すことができます
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　軽自動車税は毎年 4月1日現在の所有者に課税されますが、4月1

日までに手続きが完了されないと、所有していないにもかかわらず課

税されたり、所有者が変わったにもかかわらず古い所有者に課税され

ます。なお、3月になりますと窓口の混雑が予想されますので、手続

きはお早めにお願いします。

◆原付自転車・小型特殊自動車 … 市税務課市民税担当

 　・手続きには、印鑑とナンバープレート（廃車の場合）が必要です。

 　・ナンバープレートを紛失した場合はお問い合わせください。

◆上記以外の軽自動車 … 軽自動車協会（(017-739-0441）

軽自動車（原付自転車・自動二輪・軽四輪車等）の
異動手続きはお済みですか？

〈問合せ先一覧〉
市税務課　(22-1111
　市民税担当　　 内線2212〜2215

　固定資産税担当 内線2222〜2225

　納税管理担当　 内線2252・2253

　収納担当　　　 内線2232〜2236

川内庁舎管理課　　(42-2111
大畑庁舎管理課　　(34-2111
脇野沢庁舎管理課　(44-2111

暮らしに役立つ

          税 情 報
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と
な
る
要
件
〉

①
満
65
歳
以
上
の
方

②
本
人
あ
る
い
は
扶
養
者
に
課

税
さ
れ
る
所
得
が
あ
る
方

③
平
成
24
年
12
月
31
日
現
在
で

介
護
保
険
の
「
要
介
護
１
〜

５
」と
認
定
さ
れ
て
い
る
方

〈
申
込
受
付
期
間
〉

３
月
15
日（
金
）ま
で

午
前
８
時
30
分〜

午
後
５
時
15
分

※
土
曜
・
日
曜
を
除
く

〈
ど
こ
で
〉

市
介
護
福
祉
課
介
護
認
定
担
当

各
庁
舎
市
民
福
祉
課

〈
準
備
す
る
も
の
〉

・
介
護
保
険
被
保
険
者
証

・
認
印

・
窓
口
来
庁
者
の
身
分
を
証
明
で

き
る
も
の（
運
転
免
許
証
等
）

〈
そ
の
他
〉

 

・
お
申
し
込
み
は
、
原
則
申
告

す
る
方
ま
た
は
そ
の
ご
家
族

に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

・
認
定
書
は
判
定
後
、
申
込
者

の
ご
自
宅
へ
郵
送
し
ま
す
。

・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
次
の
①
〜
③
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
は
、
市
が
交
付
す
る
「
障
害
者

控
除
対
象
者
認
定
書
」に
よ
り
所
得
税
・
住
民
税
の
障
害
者
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
障

害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
方
は
、
従
来
ど
お
り
障
害
者
手
帳
な
ど
に

よ
っ
て
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
交
付

平
成
24
年
分
所
得
税

平
成
25
年
度
住
民
税

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

市
介
護
福
祉
課
介
護
認
定
担
当

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
５
５
２

　

各
庁
舎
市
民
福
祉
課

川
内
庁
舎
　 

(
42

−

２
１
１
１

大
畑
庁
舎
　 

(
34

−

２
１
１
１

脇
野
沢
庁
舎 

(
44

−

２
１
１
１

〈い　つ〉 2 月 23 日（土）

　　　　 午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分

〈どこで〉 市中央公民館 講堂

〈テーマ〉 川島雄三の映画人生

〈講　師〉 鳴海 健太郎 氏

〈送迎バス〉 

　ご利用希望の方は市中央公民館へお申し込みください。

・脇野沢公民館前発　午後 0 時 20 分

・大畑公民館前発　　午後 0 時 40 分

・川内公民館前　　　午後 0 時 50 分

※帰りは中央公民館を午後 3 時 40 分に出発します

〈その他〉 

本講座は、青森県民カレッジ高校生スキルアップ認

定講座です。

偉人・先人再発見講座開催

〈問合せ先〉市中央公民館 (24-1224

に
係
る

　詳細は、「むつ市民便利帳」76ページ「軽自動車税」をご

覧いただくかお問い合わせください。

【
年
金
記
録
問
題
は
今
】

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
紙
台
帳

と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
記
録
の
照
合
や

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
手
段
を
使
っ
て
、
持
ち
主
の

わ
か
ら
な
い
年
金
記
録
の
確
認
を

行
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
未
だ
約

２
千
２
０
０
万
件
と
い
う
多
く
の
「
未

統
合
の
記
録
」が
残
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

【
そ
こ
で「
気
に
な
る
年
金
記
録
、

再
確
認
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」で
は
】

○
被
保
険
者
・
受
給
者
の
み
な
さ
ん

に
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」で
記
録
の

検
索
を
す
る
た
め
の
個
別
の
ア
ク

セ
ス
キ
ー
を
郵
送
で
お
届
け
し
ま

す
。「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」で
ご
自

分
の
記
録
を
今
一
度
お
確
か
め
く

だ
さ
い
。

○
お
送
り
す
る
お
知
ら
せ
の
中
に
は
、

記
録
の
“
漏
れ
”や
“
誤
り
”が
起
こ

り
や
す
い
ケ
ー
ス
を
わ
か
り
や
す

く
ま
と
め
た
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
が

あ
り
ま
す
。
記
録
の
確
認
の
際
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
ご
相
談
は
年
金
事
務
所
へ
】

　「
自
分
の
年
金
記
録
に
も
“
漏
れ
”や

“
誤
り
”が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」と
い

う
方
は
、
む
つ
年
金
事
務
所
へ
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
詳
し
い
情
報
は

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
ご
利
用
に
な
れ
な
い
場
合
は
お

気
軽
に
む
つ
年
金
事
務
所
へ
直
接
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
気
に
な
る
年
金
記
録

も
う
一
度
ご
確
認
を
！

〜
「
気
に
な
る
年
金
記
録
、
再
確
認
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
ス
タ
ー
ト
〜

〈
問
合
せ
先
〉

む
つ
市
小
川
町
２

−

７

−

30

む
つ
年
金
事
務
所(

22

−

２
２
７
８

:http://w
w
w
.nenkin.g

o.jp

例
え
ば
・
・
・

・
若
い
頃
に
勤
め
て
い
た
と
き
の
記
録
が
見
つ
か
っ
た
！

・
結
婚
前
の
名
前
で
の
記
録
が
見
つ
か
っ
た
！

・
名
前
の
読
み
方
が
誤
っ
て
登
録
さ
れ
て
い
た
記
録
が
見
つ

か
っ
た
！　

な
ど

　

本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
先
行
し
て
、
一
部
自
治
体
で
行
な
っ

た
年
金
記
録
発
見
の
た
め
の
モ
デ
ル
事
業
で
は
、
確
認
を
申

し
出
た
18
人
の
う
ち
11
人
に
記
録
の
漏
れ
や
誤
り
が
発
見

さ
れ
、
６
人
が
年
金
受
給
額
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
と
い
う
効

果
が
！

あなたの年金記録は大丈夫？

２０１３年２月１２日号２０１３年２月１２日号
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第 43 回 むつ市かきぞめ大会
　市では、市内の小・中学生を対象とした『第43回むつ市かきぞめ大会』を開催しました。むつ地区および大畑地区で

は1月5日（土）に、川内地区および脇野沢地区では1月7日（月）に実施し、市内全域から237 名の児童および生徒が参

加しました。子どもたちは、日頃の練習の成果を発揮すべく、一筆一筆真剣に筆を運んでいました。

　今回、特選および準特選に入賞された方を紹介します。入賞されたみなさん、おめでとうございました。

（敬称略）

〈
問
合
せ
先
〉

市
中
央
公
民
館
(
24

−

１
２
２
４

小

学

一

年

今
年
の
課
題

◎
特
　
選

　
大
　
津
　
芽
　
久
（

三

田

小

）

　
大
　
山
　
寿
希
也
（

川

内

小

）

○
準
特
選

　
渡
　
邉
　
咲
　
良
（

二

田

小

）

　
伊
　
藤
　
　
　
昊
（

三

田

小

）

　
江
　
畑
　
心
　
菜
（

苫

生

小

）

　
川
　
端
　
愛
　
実
（

大

平

小

）

　
川
　
口
　
芽
　
依
（

大

湊

小

）

小

学

二

年

今
年
の
課
題

◎
特
　
選

　
濱
　
田
　
信
　
望
（

一

田

小

）

　
平
　
沢
　
和
　
翔
（

二

田

小

）

○
準
特
選

　
清
　
川
　
晴
　
斗
（

二

田

小

）

　
太
　
田
　
彩
　
心
（

大

平

小

）

　
髙
　
坂
　
玲
　
葵
（

大

平

小

）

　
杉
　
原
　
璃
　
子
（

大

平

小

）

　
満
　
間
　
陽
　
成
（

大

湊

小

）

小

学

三

年

今
年
の
課
題

◎
特
　
選

　
岩
　
岡
　
桂
　
以
（

二

田

小

）

　
中
　
村
　
鼓
太
朗
（

二

田

小

）

　
吉
　
田
　
和
　
叶
（

二

田

小

）

　
田
　
村
　
千
　
絵
（

三

田

小

）

　
石
　
澤
　
祐
　
佳
（

奥

内

小

）

○
準
特
選

　
菊
　
池
　
菜
々
実
（

一

田

小

）

　
藤
　
沢
　
柾
　
熙
（

二

田

小

）

　
安
　
田
　
　
　
結
（

三

田

小

）

　
江
　
畑
　
乃
　
愛
（

苫

生

小

）

　
菊
　
池
　
亜
依
子
（

大

平

小

）

　
坂
　
本
　
萌
　
衣
（

大

平

小

）

　
米
　
陀
　
汐
　
里
（

大

平

小

）

　
大
　
室
　
美
七
海
（

大

湊

小

）

小

学

四

年

今
年
の
課
題

◎
特
　
選

　
佐
々
木
　
夏
　
鈴
（

三

田

小

）

　
柳
　
谷
　
　
　
唯
（

大

平

小

）

　
渡
　
邉
　
明
　
音
（

大

湊

小

）

○
準
特
選

　
粟
　
嶋
　
美
　
慧
（

一

田

小

）

　
成
　
田
　
朝
　
香
（

三

田

小

）

　
本
　
田
　
　
　
響
（

三

田

小

）

　
大
　
島
　
昴
太
郎
（

大

平

小

）

　
林
　
　
　
和
　
奏
（

大

平

小

）

　
平
　
尾
　
望
　
音
（

大

平

小

）

　
石
　
井
　
万
　
葉
（

大

湊

小

）

　
小
　
又
　
瑞
　
生
（

大

湊

小

）

小

学

五

年

今
年
の
課
題

◎
特
　
選

　
田
　
村
　
詩
　
乃
（

三

田

小

）

　
上
　
路
　
奈
　
実
（

大

平

小

）

○
準
特
選

　
伊
　
藤
　
二
千
翔
（

三

田

小

）

　
成
　
田
　
夏
　
海
（

三

田

小

）

　
齋
　
藤
　
美
　
空
（

大

平

小

）

　
白
　
川
　
鈴
　
香
（

大

平

小

）

　
小
　
島
　
遼
　
平
（

大

湊

小

）

小

学

六

年

今
年
の
課
題

◎
特
　
選

　
鏡
　
谷
　
真
由
香
（

二

田

小

）

　
本
　
田
　
玲
　
奈
（

三

田

小

）

　
工
　
藤
　
七
　
星
（

大

平

小

）

○
準
特
選

　
坂
　
本
　
航
　
規
（

二

田

小

）

　
宮
　
本
　
な
な
み
（

二

田

小

）

　
山
　
本
　
彩
　
織
（

二

田

小

）

　
平
　
塚
　
恭
　
基
（

大

平

小

）

　
宮
　
下
　
稚
　
菜
（

大

平

小

）

　
渡
　
邉
　
龍
　
一
（

大

湊

小

）

　
石
　
橋
　
み
ゆ
り
（

大

畑

小

）

中

学

一

年

今
年
の
課
題

◎
特
　
選

　
馬
　
場
　
穂
　
香
（

大

湊

中

）

○
準
特
選

　
川
　
嶋
　
真
　
季
（
田
名
部
中
）

　
若
　
菜
　
彩
　
恵
（

大

湊

中

）

中

学

二

年

今
年
の
課
題

◎
特
　
選

　
齊
　
藤
　
愛
　
理
（

大

平

中

）

○
準
特
選

　
菅
　
野
　
渉
　
美
（
田
名
部
中
）

　
櫛
　
引
　
氷
　
菜
（

む

つ

中

）

中

学

三

年

今
年
の
課
題

◎
特
　
選

　
岩
　
崎
　
ま
ど
か
（
田
名
部
中
）

　
門
　
脇
　
有
　
沙
（
田
名
部
中
）

　
本
　
田
　
梨
　
緒
（
田
名
部
中
）

　
東
　
谷
　
の
ど
か
（

大

平

中

）

○
準
特
選

　
東
　
　
　
真
　
子
（
田
名
部
中
）

　
中
　
村
　
圭
　
汰
（
田
名
部
中
）

　
西
　
田
　
　
　
楓
（
田
名
部
中
）

　
畑
　
中
　
佳
　
純
（

む

つ

中

）

　
船
　
橋
　
円
　
香
（

大

平

中

）

２０１３年２月１２日号２０１３年２月１２日号
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連載 むつ市 小中一貫教育スタートから１年
各ブロック取り組みの紹介  その 8（全 9 回）

　田名部中学校ブロックでは、校区内の3小学校と1中学校

の連携を推進するために 4つの研究部を立ち上げ、小中一貫

教育事業を展開しています。各研究部の主な活動内容につい

てご紹介します。

◆学習指導研究部

　学習指導研究部は、乗り入れ授業の実施計画をはじめ、今

年度より配置された小中一貫教育学習支援員の授業計画や家

庭学習の習慣定着に向け

た家庭学習の手引きの作

成および配布など、小中

一貫教育導入に伴う学力

向上という目標を達成す

るための具体的な取り組

みを推進する部会です。

「小中一貫教育を支える 4 つの研究部」
校舎分離型 田名部中ブロック

（第二田名部小学校・苫生小学校・第三田名部小学校・田名部中学校）

　子どもたちの学力保

持のために、ともに手

を取り合って計画を実

践しています。

◆生徒指導研究部

　生徒指導研究部では、

昨年12月 25日（火）に、不登校対策のための講演会を下

北生徒指導連合会との共催で実施しました。講師には、県

内において生徒指導のスペシャリストと評される青森市立

荒川中学校竹山時彦校長をお招きし、小中共通の支援のあ

り方や個別の対応方法について理解を深めました。

　また、地域や保護者の方々とともに児童生徒を見守る活

動として、田名部中学校ブロック生徒指導研究部で購入し

たベストを着用し、横断歩道付近や交差点で声掛けボラン

ティアを実施しています。

　ご参加いただいているみ

なさまには、挨拶の励行や

登下校時における児童生徒

の安全確保にご協力いただ

いています。

◆地域連携研究部

　地域連携研究部では、学区内34町内会が行う清掃活動

に児童生徒が参加しています。町内によっては清掃活動の

ほか、国道

路肩の草刈

りや袋詰め

作業などに

も協力して

います。

　田名部中

学校ブロッ

クでは、約

2,200 名の児童生徒や町内会および地域住民の方々がとも

に汗を流し、声を掛け合うことで、学校間および地域との

連携を深め、また、郷土への愛着や奉仕の心を育んでいます。

◆中期学担研究部

　中期学担研究部では、中期（小5～中1）の取り組みを強

化することで、小中一貫教育を効果的に推進していくこと

を目的に、中期学級担任連絡協議会を組織しています。協

議会では、ブロックの教育課題である「中1ギャップ・不

登校の解消」に向け、年

2回、小学校 5年・6年

および中学校１年の担

任が一堂に会し、情報

交換などを行なってい

ます。

〈問合せ先〉
市教育委員会学校教育課教育政策担当

( 22-1111内線 3135

　「以前申し込んでいただいた健康食品をこれから送ります。」などと突然電話がかかってきて、申し込んでいない

と断っても強引に商品を送りつける販売方法です。

　市内でも、強引な電話勧誘があったという相談がありました。健康食品を購入させるための電話で、買うと返事

をしていないのに数日後、商品が届いたそうです。

消費生活センターだより
Vol.9　電話勧誘による悪質商法 その②

市消費生活センターでは、トラブル防

止のための消費生活に関する情報を、

毎月1回お知らせしています。

〈詳しくは〉
市消費生活センター（市商工観光課内）

( 22-1353（直通）または( 22-1111内線 2644
〈土曜、日曜、祝日、お急ぎの場合などは〉

全国共通消費者ホットライン

(0570-064-370

平成 25 年度 一部事務組合下北医療センター

看護師等修学資金貸与制度希望者募集

〈対象〉

看護師または助産師免許取得後、むつ総合病院でその

業務に従事しようとする方で、平成 25年 4月より看

護師または助産師学校、大学等の養成施設に入学され

る方

〈選考基準〉

申請書類により志望動機、家族構成、経済状況 等を総

合的に判断し決定

〈貸与期間〉

平成 25年 4月 1日～貸与される方が在学する養成施

設の正規の修学期間

〈貸 与 額〉 月額 50,000円

〈募集人員〉 20名（予定）

〈募集期間〉 4 月 1日（月）～5月13日（月）

〈提出書類〉

　・修学資金貸与申請書

　・看護師等養成施設の在学証明書

　修学資金募集要項および申請書類は、むつ総合病院

総務課で配布しています。

　詳細についてはお問い合わせください。

　一部事務組合下北医療センターでは、看護師および助産師の充足を図ることを目的として、将来「むつ総合病院」で

看護師または助産師としてその業務に従事しようとする方で、平成 25年 4月から養成施設に入学する方を対象に、修

学に必要な資金を貸与する制度を実施します。

〈問合せ・申込先〉
〒035-8601むつ市小川町1-2-8

むつ総合病院総務課人事係( 22-2111内線 3873

もし、そのような電話があったら…

必要ない場合は「必要ありません」とはっきり断り

ましょう。断ってもまだ、相手が話し続けるときは、

電話を切ってしまいましょう。

２０１３年２月１２日号２０１３年２月１２日号

商品が届いてしまったら…

◆代金を支払っていない場合　

　受取拒否をする（その際、業者の住所や連絡先な

どをメモしておく）。

◆代金を支払ってしまった場合

・あらかじめ業者に着払いで返送することを電話

で伝える。

・その後、クーリング・オフのハガキを書いて業

者宛に送る。

次回は、「クーリング・オフ」のハガキの書き方につい

てご紹介します。
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むつ市
情報ポケット
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むつ市役所

0175-22-1111

+  info@city.mutsu.lg.jp

お
知
ら
せ

次
の
ペ
ー
ジ
へ
続
く→

むつ市情報ポケット

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
土
曜
・
日
曜
を
除
く

※
申
告
書
の
作
成
は
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w

.n
ta.g

o
.jp

）の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

を
利
用
す
る
と
便
利
で
す
。

　「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
は
、
画
面
の
案
内
に
従
っ

て
金
額
等
を
入
力
す
れ
ば
、
税
額

等
が
自
動
計
算
さ
れ
、
所
得
税
や

消
費
税
の
確
定
申
告
書
な
ど
を

作
成
で
き
る
便
利
な
シ
ス
テ
ム
で

す
。
ま
た
、
作
成
し
た
デ
ー
タ
は

印
刷
し
て
書
面
で
提
出
で
き
る
他
、

「
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・
納

税
シ
ス
テ
ム
）」を
利
用
し
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
自
宅
や
事
務
所
な

ど
か
ら
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
申
告
書
の
作
成
・
提
出
は
、

さ
ら
に
便
利
で
使
い
や
す
く
な
っ

た
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
を
お
勧
め
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（w

w
w

.e-tax.nta.go
.jp

）を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
給
与
所
得
者
な
ど
の
還
付
申
告

は
、
受
付
開
始
日
前
で
も
提
出
で

き
ま
す
。
ま
た
、
還
付
金
の
受
け

取
り
は
、
銀
行
な
ど
の
預
貯
金
口

座
へ
の
振
込
が
便
利
で
す
。

〈
問
合
せ
先
〉

む
つ
税
務
署 

(
22

−

３
２
９
４

新婚旅行 in トルコ

に入ることができます。とっても広い場所を歩き回ることが

できたので、新鮮でした。カッパドキアには自然にできたキ

ノコの形をした岩やラクダの形の岩がある中に、洞窟がたく

さんある地域があります。そこでは昔、教会として使われた

洞窟の中にキリストの絵が描かれていたりして、海外旅行が

大好きな私にとってトルコは15か国目でしたが、今までに

見たことのないような風景がたくさんありました。また、今

でも洞窟で暮らしている人がいて、一般の人の家に入ってみ

ることもできました。洞窟でありながらも普通にキッチンが

あって、小さなテレビもあったり、ストーブがあって暖かかっ

たので、「以外に洞窟でも普通の家と変わらないような暮ら

しをしているんだな～」と思いました。

　トルコ人の9割はイスラム教で、どの町に行っても1日に

何回も礼拝の時間があり、むつ市の町内会に設置されている

ようなスピーカーでアナウンスされていました。しかし、他

のイスラム教の国と違って、目だけ見える服を着る女性はと

ても少なく、髪さえ隠さない女性が多くてびっくりしました。

イスラム教はお酒も禁止されていますが、ガイドさんの話で

はトルコ人は昔からお酒を飲む文化（イスラム教になる前か

らトルコ民族の文化）があるので、今でもお酒を飲むトルコ

人がたくさんいるそうです。首都のアンカラや東トルコでは

バーが少なかったり、お酒がほとんど売られていない町も多

いようですが、観光客が主に行くイスタンブールと西トルコ

では普通にお酒が手に入り、トルコ人も普通に飲んでいます。

　海外に行くと日本やアメリカで日常的なことが日常じゃな

いということに気付いたり、初めてのものを食べて、初めて

のものを飲んで、いつも新しい発見がたくさんあるので、と

ても楽しいです。次回はエジプトのことを紹介しますので、

お楽しみに～！

　去年の11月に旦那と一緒にトルコとエジプトに行ってき

ました。初のアフリカ大陸だったし、トルコも今まで海外旅

行した中でも変わっている国でとても面白い旅になりまし

た。11時間のフライトを終え、イスタンブールに着陸しまし

た。10人のツアーに参加し、トルコ人のガイドさんも付い

ていましたが、ガイドさんの説明がとても上手くて、毎日が

勉強になりました。例えば、ヨーグルトと言えばブルガリア

が有名ですが、元々はトルコで作られた物だそうです。チュー

リップと言えばオランダが有名ですが、これもトルコが発祥

地だそうです。「そんなすごい国に来たんだな～」と思いなが

ら、約1週間の旅が始まりました。

　日本の倍の面積をもつトルコを1週間かけて、トロイ、エ

フェス、カッパドキア、パムッカレ、首都のアンカラ、最大

都市のイスタンブールを巡りました。トロイとエフェスは

2000年前の遺跡を持つ都市ですが、ローマ時代の遺跡がた

くさん残っていることに大変感動しました。私は歴史の浅い

アメリカの出身なので、日本みたいに歴史の長い国に憧れま

す。しかし、日本人の夫でも2000年前の遺跡に感動してい

て、夫によると日本は主に木材で物を作っていたので、長い

歴史を誇る日本でも古い建物があまり残っていないとのこと

です。トルコは日本と違って多くの物は石や大理石で作って

いたため、今でも残っているものが多くてとても面白いです。

　それから、パムッカレとカッパドキアというところに行き

ましたが、どっちもア

メリカの国立公園に負

けないほどの大自然で、

見ているだけでも楽し

めました。パムッカレ

には大きな温泉があっ

て、アメリカにも似た

ような場所があります

が少し違っていて、こ

こでは足湯として自由

Amy 's  Essay
〜エイミーのヨモヤマ話〜

国際交流推進員 山道エイミー
・・

パムッカレにて

☆掲載枠数 …  7 枠　　☆掲載場所 …  トップページ右側
☆掲載料金 … 10,000円 (月の初日から末日までの1か月 )
☆申込方法 … 掲載希望月の前月の10日までに「むつ市公式ホームページ広告掲載申込書」に記載のうえ、広告データ
   を添えてお申し込みください。　※詳しくは、市ホームページのバナー広告募集のページをご覧ください。

◆コチラです！ →
むつ市役所 検索

〈詳しくは〉市秘書広聴課広報広聴担当(22-1111内線2152　市ホームページ: http://www.city.mutsu.lg.jp/

約 48,000 アクセス

市ホームページ バナー広告募集中！
市公式ホームページ  月平均アクセス数（平成 24 年 1 月～ 12 月）

※バナー広告のアクセス数を保証するものではありません。

各
種
催
し
・
講
座 

等

納
税
週
間
収
納
窓
口
開
設

　

市
で
は
、
毎
月
25
日
か
ら
末
日
ま

で
を
納
税
週
間
と
し
て
、
夜
間
お
よ

び
休
日
に
収
納
窓
口
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
日
中
の
納
付
が
難
し
い
方
は

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
納
税
相
談
も
随
時
行
な
っ
て
い
ま
す

〈
開
設
日
時
〉

　
２
月
25
日（
月
）〜
28
日（
木
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
30
分

〈
開
設
場
所
・
問
合
せ
先
〉

市
税
務
課
収
納
担
当

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
２
３
６

 

む
つ
税
務
署

 

所
得
税
確
定
申
告
を

 　
　
　
　
　
　

 

お
忘
れ
な
く

○
平
成
24
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告

〈
作
成
指
導
お
よ
び
受
付
〉

　
２
月
18
日（
月
）
〜
３
月
15
日（
金
）

 

日
本
政
策
金
融
公
庫

  

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
ご
案
内

〈
融
資
額
〉学
生
・
生
徒
１
人
に
つ
き

３
０
０
万
円
以
内

〈
利
率
〉年
２
・
４
５
％
（
１
月
７
日
現
在
）

※
母
子
家
庭
は
２
・
０
５
％

〈
返
済
期
間
〉15
年
以
内

※
在
学
期
間
内
、
利
息
の
み
の
返
済
可

〈
使
い
み
ち
〉

入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書
代
、

ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
敷

金
・
家
賃
等

〈
返
済
方
法
〉毎
月
元
利
均
等
返
済

※
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済
も
可

〈
詳
し
く
は
〉

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

(
０
５
７
０

−

０
０
８
６
５
６
　

(
０
３

−

５
３
２
１

−

８
６
５
６

 

市
下
北
自
然
の
家

 　
　
　

  

冬
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

○「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
～
厳
冬
編
～
」開
催

〈
い
つ
〉２
月
23
日（
土
）

午
前
９
時
〜
受
付

〜
午
後
３
時
20
分
解
散

〈
ど
こ
で
〉市
下
北
自
然
の
家

〈
ど
ん
な
〉雪
上
競
技
お
よ
び
雪
遊
び

〈
対
象
〉ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

※
お
子
様
の
み
の
参
加
の
場
合
、
小
学

校
３
年
生
以
上

〈
参
加
費
〉

小
学
生
以
上
…
７
０
０
円

幼
児
…
５
０
０
円

３
歳
未
満
…
無 

料

〈
定
員
〉先
着
１
２
０
名

〈
そ
の
他
〉

詳
細
は
、
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

〒
０
３
９

−

４
４
０
１

む
つ
市
大
畑
町
佐
助
川
３
９
９

市
下
北
自
然
の
家

(
34

−

６
１
５
１

 

34

−

６
１
５
２

+ m
t-shizen@

city.m
utsu.lg

.jp

: http://w
w
w
.city.m

utsu.lg
.jp/

index.cfm
/17,0,45,htm

l

 

第
16
回
む
つ
走
五
酒
ラ
リ
ー

 　
　
　
　
　

in
大
湊
開
催
！

　

豪
華
商
品
が
当
た
る
抽
選
付
き
！

　

友
人
や
会
社
の
同
僚
、
ご
近
所
同

士
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

〈
い
つ
〉２
月
23
日（
土
）

午
後
６
時
〜
８
時（
５
時
30
分
〜
受
付
）

〈
ど
こ
で
〉

青
森
県
信
用
組
合
大
湊
支
店

地
下
駐
車
場

〈
参
加
店
〉27
事
業
所

〈
前
売
券
〉販
売
中（
限
定
７
０
０
枚
）

※
当
日
券
も
販
売
し
ま
す

２０１３年２月１２日号２０１３年２月１２日号
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募
集
し
ま
す

〈
そ
の
他
〉

前
売
券
販
売
場
所
な
ど
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
先
〉

　
む
つ
商
工
会
議
所
青
年
部
事
務
局

(
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−

２
２
８
３

雪
山
ウ
ォ
ー
ク
開
催

〈
い
つ
〉２
月
24
日（
日
）午
前
９
時
～

〈
ど
こ
で
〉二
枚
橋
地
区
公
民
館
集
合

〈
ど
ん
な
〉

カ
ン
ジ
キ
を
履
き
雪
山
を
歩
行

食
事
会

※
カ
ン
ジ
キ
、
食
事
は
用
意
し
ま
す

〈
対
象
〉

雪
山
（
約
１
・
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）を

カ
ン
ジ
キ
で
歩
く
体
力
の
あ
る
方

（
小
学
生
可
）

〈
参
加
費
・
入
場
料
〉

小
・
中
学
生
…
３
０
０
円

高
校
生
以
上
…
５
０
０
円

〈
申
込
締
切
〉２
月
16
日（
土
）

電
話
、
電
子
メ
ー
ル
、
郵
送
に
て
受
付

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

〒
０
３
９

−

４
４
０
１

む
つ
市
大
畑
町
二
枚
橋
53

−

５

ふ
る
さ
と
が
大
好
き
会

 

杉
本 

(
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−

３
２
６
０
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口
(
０
８
０

−

１
６
５
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−

９
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(
０
９
０
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２
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７
６
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０
９
０

−

３
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−

４
０
４
４

長
瀬
(
０
９
０

−

２
７
９
５

−

５
８
１
６

+ nim
aibashi@

fs21.jp

各 種 相 談 日 程

法律相談 市秘書広聴課(22-1111内線2152

3 月 22日（金）

12:30 〜

場所は市民相談室。予約制です。相談可能

時間は 1 人 30 分までとなります。

法律相談 青森県弁護士会(017-777-7285

毎月第１・２金曜日 場所はむつ商工会議所。料金は 5,000 円、

予約制です。（扶助制度があります。）13:00 〜 16:00

行政相談 市秘書広聴課(22-1111内線2152

3 月 18 日（月） 場所は市民相談室。行政が行う仕事につ

いての各種相談を受けます。10:00 〜 15:00

行政相談 大畑庁舎管理課(34-2111

3月    8日（金） 場所は大畑庁舎 2 階第 2 会議室。行政が

行う仕事についての各種相談を受けます。9:00 〜 12:00

人権相談 青森地方法務局むつ支局(23-3202

土・日・祝日を除く毎日 場所は下北合同庁舎 2 階相談室。家族間や近隣関係

のこと、学校や職場内のことなどの相談を受けます。8:30 〜 17:15

心配ごと・結婚相談 むつ市社会福祉協議会相談所専用電話(22-2731

月・水・金曜日 場所は社会福祉協議会（市役所本庁舎

内）。祝日は休み。10:00 〜 15:00

教育相談 相談専用電話(22-0974

土・日・祝日を除く毎日 場所は教育研修センター。予約制です。中学

生までの教育に関する相談に応じています。9:00 〜 16:00

こころの健康相談 下北地域県民局地域健康福祉部（むつ保健所）(24-1231

毎月 1回 場所は地域健康福祉部（むつ保健所）。予約制です。

心の悩み、心の病気、認知症等の相談を随時受けます。お問い合わせください

女性の健康相談 下北地域県民局地域健康福祉部（むつ保健所）(24-1231

3 月 21日（木） 場所は地域健康福祉部（むつ保健所）。予約不要。

女性の心身の健康に関する相談に応じます。10:00 〜 12:00

暮らしとお金の安心相談会 消費者信用生活協同組合青森相談センター(017-752-6755

第3水曜日 場所は市役所本庁舎市民相談室。予約制です。

暮らしやお金の悩みについての相談を受けます。10:00 〜 16:00

消費生活相談 むつ市消費生活センター(22-1353

土・日・祝日を除く毎日

  9:00 〜 12:00
13:00 〜 15:30

場所は市役所本庁舎商工観光課内。契約や

悪質商法、多重債務などの相談を受けます。

 むつ市老人クラブ連合会

「生きがいサークル」3 月の日程

　はじめて参加される方はあらかじめご連絡ください。

　なお、お花と手芸は材料費が必要です。

◆ 老人憩いの家 『禄寿荘』（新　町）(23-5800

お 花 教 室 ……… ７日（木）・２１日（木）
手 芸 教 室 ……… ５日（火）・１９日（火）
詩 吟 教 室 ……… １日（金）・１５日（金）
踊 り 教 室 ……… １３日（水）・２７日（水）
お 茶 教 室 ……… １４日（木）・２８日（木）
習 字 教 室 ……… ８日（金）
コ ー ラ ス 教 室 ……… ４日（月）・１８日（月）
ダ ン ス 教 室 ……… １３日（水）・２７日（水）
カ ラ オ ケ 教 室 ……… １１日（月）・２５日（月）
囲碁・将棋教室 ……… ５日（火）・１９日（火）
着 付 教 室 ……… ６日（水）

〈時間〉 ダンス教室は午後 1 時〜 3 時、

　　　カラオケ・囲碁・将棋教室は午後 1 時〜 4 時、

　　　その他の教室は午前 10 時〜正午

◆ 老人憩いの家 『福寿荘』（川守町）(29-1800

詩 吟 教 室 ……… ５日（火）・１９日（火）
日 舞 教 室 ……… ４日（月）・１８日（月）
着 付 教 室 ……… １２日（火）・２６日（火）
唱 歌 教 室 ……… １日（金）・１５日（金）
カ ラ オ ケ 教 室 ……… １４日（木）・２８日（木）

〈時間〉 カラオケ教室は午後 1 時〜 4 時、その他の教室 は

　　　  午前 10 時〜正午
※各教室とも新しく会員を募集しています。「禄寿荘」、「福寿荘」

または各単位老人クラブ会長までお問い合わせください。

対
象
に
開
催
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
い
つ
〉３
月
３
日（
日
）午
後
１
時
～

〈
ど
こ
で
〉市
中
央
公
民
館

〈
テ
ー
マ
〉ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史
と

問
題
点
に
つ
い
て

〈
講
師
〉国
立
療
養
所
松
丘
保
養
園 

患
者
自
治
会 
会
長 

石
川 

勝
夫 

氏

〈
そ
の
他
〉

当
日
は
、
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

会
員
に
よ
る
作
品
展
や
活
動
紹
介

展
示
も
行
い
ま
す
。

〈
問
合
せ
先
〉

　
む
つ
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

会
長 

須
藤

(
26

−

２
３
０
６

事
務
局 

花
渕

(
29

−

４
０
２
１

 

女
性
の
た
め
の

 

女
性
司
法
書
士
に
よ
る

 

　
　 

無
料
法
律
相
談
会
開
催

　

相
続
・
成
年
後
見
・
借
金
問
題
・

家
族
間
の
問
題
等
、
法
律
に
関
係
す

る
お
悩
み
を
抱
え
た
女
性
の
た
め
に
、

女
性
司
法
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

〈
い
つ
〉３
月
３
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

〈
ど
こ
で
〉ア
ピ
オ
あ
お
も
り

青
森
市
中
央
３

−

17

−

１

〈
そ
の
他
〉

・
秘
密
厳
守
で
す
の
で
安
心
し
て
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

・
具
体
的
な
手
続
き
が
必
要
に
な

る
場
合
に
は
別
途
費
用
が
か
か

り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・
青
森
県
司
法
書
士
会
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー
（
(
０
１
２
０

−

９
４
０

−

２
３
０
）で
は
、
相
談

の
ご
案
内
や
相
談
内
容
に
応
じ

た
お
近
く
の
司
法
書
士
の
紹
介

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
問
合
せ
先
〉青
森
県
司
法
書
士
会

(
０
１
７

−

７
７
６

−

８
３
９
８

 

む
つ
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 

　
　
　
　
　
　 

研
修
会
開
催

〈
い
つ
〉３
月
５
日（
火
）

午
後
１
時
～
３
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉市
中
央
公
民
館

○「
サ
ー
ク
ル
コ
ス
モ
ス
」

作
品
展
開
催
中

　
会
員
が
製
作
し
た
粘
土
細
工
作

品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

〈
い
つ
〉３
月
19
日（
火
）ま
で

〈
ど
こ
で
〉む
つ
来
さ
ま
い
館 

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

　
む
つ
来
さ
ま
い
館
(
33

−

８
１
９
１

 

春
季
ナ
イ
タ
ー
テ
ニ
ス
教
室

 

　
　
　  

（
硬
式
）参
加
者
募
集

〈
い
つ
〉

３
月
６
日
～
４
月
24
日
の
期
間
中
、

毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
～
９
時
に

２０１３年２月１２日号２０１３年２月１２日号

プ
ロ
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
７
人
組
「
Ｂ
Ｌ

Ａ
Ｃ
Ｋ 

Ｂ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
Ｍ 

Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｓ 

Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ
」に
よ
る
炸
裂
ブ
ラ
ス
ラ
イ

ブ
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
彼
ら
の

ラ
イ
ブ
で
一
緒
に
演
奏
す
る
出
演
者

を
募
集
し
ま
す
。
参
加
希
望
者
は
、

コ
ン
サ
ー
ト
当
日
午
後
０
時
20
分
ま

で
に
大
ホ
ー
ル
入
口
へ
集
合
し
て
く

だ
さ
い
。

〈
出
演
条
件
〉

・
楽
器
を
持
参
で
き
る
方

・
演
奏
曲
は
１
曲
の
み

・
楽
器
・
経
験
不
問

〈
問
合
せ
先
〉下
北
文
化
会
館

(
22

−

８
４
１
１

ケ
ー
タ
イ
安
全
教
室
開
催

　

ド
コ
モ
サ
ー
ビ
ス
東
北
（
株
）の
ご

協
力
に
よ
り
、
携
帯
電
話
に
係
る
ト

ラ
ブ
ル
回
避
や
対
処
方
法
に
つ
い
て

学
ぶ
た
め
の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉２
月
27
日（
水
）

午
前
10
時
～
11
時

〈
ど
こ
で
〉

市
役
所
本
庁
舎 

大
会
議
室
１

〈
ど
ん
な
〉

携
帯
電
話
に
係
る
ト
ラ
ブ
ル
対
処

方
法
な
ど
の
講
義

〈
問
合
せ
先
〉

市
商
工
観
光
課
商
工
労
政
担
当

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
６
４
３

 

青
森
県
司
法
書
士
会 

  

相
続
登
記
無
料
相
談
実
施
中

〈
い
つ
〉２
月
28
日（
木
）ま
で

〈
ど
こ
で
〉各
司
法
書
士
事
務
所 

〈
そ
の
他
〉

・
相
談
は
無
料
で
す
が
、
２
回
目
以

降
や
具
体
的
な
手
続
き
が
必
要

に
な
る
場
合
に
は
、
別
途
費
用

が
か
か
り
ま
す
。

・
事
前
に
各
司
法
書
士
事
務
所
へ
の

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
合
せ
先
〉青
森
県
司
法
書
士
会

 

(
０
１
７

−

７
７
６

−

８
３
９
８

「
女
性
の
つ
ど
い
」開
催

　

市
内
で
活
動
し
て
い
る
女
性
団
体

や
グ
ル
ー
プ
、
市
民
の
み
な
さ
ま
を

〈
ど
ん
な
〉講
演
、
事
例
発
表 

な
ど

〈
テ
ー
マ
〉

　「
自
分
達
の
地
域
は
自
分
で
守
ろ
う
」

〈
講
師
〉青
森
県
社
会
福
祉
協
議
会 

地
域
福
祉
課
主
事 

棟
方 

梢 

氏

〈
参
加
費
〉無
料

〈
申
込
締
切
〉３
月
１
日（
金
）

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
受
付

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
市
社
会
福
祉
協
議
会

む
つ
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

(
33

−

３
０
２
３

 

23

−

５
０
９
３

む
つ
来
さ
ま
い
館
だ
よ
り

開
催（
８
回
）

〈
ど
こ
で
〉し
も
き
た
克
雪
ド
ー
ム

〈
対
象
・
定
員
〉初
心
者
の
方
・
60
名

※
ラ
ケ
ッ
ト
貸
出
あ
り

〈
参
加
費
〉 

一
　
般
・
３
千
円

　
　
　
　
協
会
員
・
１
千
５
０
０
円

※
コ
ー
ト
代
お
よ
び
ボ
ー
ル
代
と
し
て

〈
申
込
締
切
〉３
月
６
日（
水
）※
先
着
順

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
テ
ニ
ス
協
会

山
田
(
29

−

４
５
８
８

齊
藤
(
22

−

７
１
１
６

出
演
者
募
集

　

２
月
23
日
（
土
）午
後
１
時
30
分
よ

り
、
下
北
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て



( 1 6 )( 1 7 )

B C G ◎ 3 か月 〜 6 か月未満

実施日 実施場所・受付時間

   3月   7日（木） 下北文化会館 13:15 〜 13:30

   3月21日（木） 下北文化会館 13:15 〜 13:30

三 種 混 合 ◎ 3 か月 〜 7 歳 6 か月未満

実施日 実施場所・受付時間

   3月13日（水） ※脇野沢診療所 13:00 〜 13:20

   3月14日（木） ※川内診療所 13:30 〜 13:50

   3月22日（金）

菊池医院 13:30 〜 14:30

ちばクリニック 14:00 〜 15:00

（接種時間 14:00 〜 15:30）

どんぐりこどもクリニック 14:00 〜 15:00

   3月27日（水） ※大畑診療所 14:45 〜 15:00

麻しん風しん
◎ 1 歳 〜 2 歳未満
◎年長児（平成18年4月2日〜19年4月1日生まれ）

実施日 実施場所・受付時間

   3月   1日（金）

菊池医院 13:30 〜 14:30

ちばクリニック 14:00 〜 15:00

（接種時間 14:00 〜 15:30）

どんぐりこどもクリニック 14:00 〜 15:00

   3月   6日（水） ※脇野沢診療所 13:00 〜 13:20

   3月   7日（木） ※川内診療所 13:30 〜 13:50

   3月13日（水） ※大畑診療所 14:45 〜 15:00

※川内診療所・大畑診療所・脇野沢診療所は、
10 日前までに各庁舎市民福祉課への予約が必要です

日 本 脳 炎 ◎平成 19 年 4 月 2 日〜 22 年 2 月生まれ

実施日 実施場所・受付時間

   3月   6日（水） 下北文化会館 13:15 〜 13:30

お元気ですか！
保健コーナー

〈詳しくは〉 市健康推進課　　　　　　　    (22-1111
 川内庁舎市民福祉課　　　　　(42-2111
 大畑庁舎市民福祉課　　　　　(34-2111
 脇野沢庁舎市民福祉課　　　　(44-2111

【大畑地区活動紹介】

食生活改善推進員
“食事からの健康づくり”を推進しています

まろやか白和え（４人分）

【1 人分栄養価】

135 キロカロリー、塩分 0.9g、カルシウム 288mg

〈材料〉  小松菜…200g　しめじ…80g

　　　 木綿豆腐…200g　粉チーズ…大さじ 4

　　　 カッテージチーズ…80g　すりごま…大さじ 2

　　　 砂糖…小さじ 4　塩…小さじ 1/3

①小松菜は 4cm のざく切り、しめじは小房に分ける。

②フライパンに①を入れ、塩を少々つまんで入れ、

蓋をして蒸したらザルに取り出す。

③ボウルに豆腐をつぶしなが

ら入れ、すりごま、粉チーズ、

カッテージチーズ、砂糖と

塩を加え混ぜ、水気を絞っ

た②を入れ、よく混ぜ合わ

せたら完成！　

♪簡単レシピの紹介♪～第12回ヘルシーで減塩～

〈詳しくは〉
成人保健担当（内線 2584）

★調理実習

 減塩料理やバランスの

良い食事づくりの教室

を開催しています。会

話をしながら楽しく実

施しています。

★学童料理教室

　栄養士のお話を聞い

たり、調理実習をとお

して包丁の持ち方など

を教えています。“はし

をうまく使えるかな”

ゲームも行いました。

★保健協力員との交流会

　毎年、保健協力員と

の交流会を実施していま

す。健康づくりのための

健康食や健康体操の紹

介をし、お互いに住民の

健康を考え、活動に活か

しています。

〈登録資格〉 

次のうち、いずれかの資格を有する方。

・保育士（療育指導実務経験者）

・教員（盲・聾・養護学校教諭の資格を有する方また

は特別支援教育実務経験者）

・言語聴覚士

・保健師（特別支援教育の研修受講経験者または療育

実務経験者）

〈身分〉 療育指導員（臨時職員）

〈勤務場所〉 第二田名部小学校 ことばの教室

平成 25 年度 未就学児ことばの教室療育指導員登録者募集

　市では、子どもの健やかな成長を支援するための「未就学児ことばの教室療育指導員」登録者を募集します。なお、

任用は登録者の中から面接により選考します。勤務条件等の詳細はお問い合わせください。

赤ちゃん教室（アレルギー） むつ地区

3月13日（水） 平成 24 年 6 月〜 11 月生まれの乳児

14:10 〜 14:20 下北文化会館集会娯楽室

離乳食教室 むつ地区

3月13日（水） 平成 24 年 10 月および 11 月生まれの乳児

10:00 〜 10:10 下北文化会館集会娯楽室

離乳食教室・赤ちゃん相談 川内・脇野沢地区

3月12日（火） 平成 24 年 3 月〜 11 月生まれの乳児

10:00 〜 10:10 川内庁舎

離乳食教室・赤ちゃん相談 大畑地区

3月22日（金） 平成 24 年 6 月〜 11 月生まれの乳児

10:00 〜 10:10 ふれあいかん

10か月児健康診査 むつ地区

3月15日（金） 平成 24 年 5 月生まれの乳児

12:50 〜 13:00 下北文化会館

1歳 6か月児健康診査 むつ地区

3月 5日（火） 平成 23 年 8 月生まれの幼児

12:50 〜 13:00 下北文化会館

2歳児健康診査 むつ地区

3月14日（木） 平成 22 年 9 月生まれの幼児

12:50 〜 13:00 下北文化会館

3歳児健康診査 むつ地区

3月 1日（金） 平成 21 年 9 月生まれの幼児

12:00 〜 12:20 下北文化会館

健康なんでも相談 全地区

毎週月〜金曜日 保健師や栄養士がご相談をお受けします

 8:30 〜 17:15 市健康推進課 ※祝日、年末年始を除く

健康教室・健康相談・健康診査

２０１３年２月１２日号２０１３年２月１２日号

〜これからの予防接種日程〜

　対象となる方へは市より直接通知します。日程は、市ホー

ムページに掲載していますのであわせてご確認ください。

市ホームページ: http://www.city.mutsu.lg.jp/

ポ リ オ ◎ 3 か月 〜 7 歳 6 か月未満

〈業務内容〉 

ことばの発達に対する指導および適応指導、教育相

談等

〈募集人数〉 3 名

〈登録方法〉 随時受付します。

※ 4 月からの任用を希望される方は 2 月 22 日（金）ま

でにご登録ください。

〈面接日等〉 

3 月 2 日（土） 市役所本庁舎にて実施

　※集合時間等詳細は、登録者へ後日連絡します。

〈問合せ・登録先〉母子保健担当（内線 2572）
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むつ市の人口・世帯数 （ 2 月1日現在） ※住民基本台帳による

祝 成人おめでとう！

平成 25 年 むつ市成人式開催
　「成人の日」前日である1月13日に、「平成 25年 むつ市成人式」が開催されました。今年、むつ市では 671名が成人

を迎え、また、当日は 444 名が式典に出席し、会場の下北文化会館では、あち

こちで旧友や恩師などとの再会を喜ぶ姿が見られました。

　式典では、大平保育園園児による和太鼓や、五十丸祭組による祝舞などが披

露されたほか、宮下市長からは激励のことば

が、むつ市議会山本議長からは祝辞が贈られ、

成人を迎えたみなさんを祝福しました。

　また、新成人を代表して藤田将輝（ふじた 

まさき）さんと原布有子（はら 

ふうこ）さんが「自らの言動に

責任を持ち、社会の一員とし

て常に向上心を持っ

て前進していきたい」

と、決意の言葉を述

べました。

　最後に、出席者全

員で「ふるさと」を斉

唱し、式典は幕を閉

じました。

　昭和24年 1月 26日に、法隆寺金堂壁画が焼損したことを契機に、毎年1月26日を「文化財防火デー」と定め、全

国的に文化財防火運動を実施しています。

　市では「文化財防火デー」前日であるこの日、市

内3か所で防火運動を行いました。

　川内地区では泉龍寺、脇野沢地区では九艘泊・

船小屋休憩所を会場に実施し、それぞれ保管さ

れている市指定文化財「川内風景図屏風（蓑虫山

人筆）」および「木造和漁船」の搬出訓練が行われ

ました。

　むつ地区では、大湊上町の常楽寺で、保管さ

れている県重宝「如来立像（円空作）」の搬出訓練

が行われたほか、市民のみなさまを対象とした消

防署員による防火・防災に関する講話が行われ、

参加者は防火に対する意識を高めていました。

1 月 25 日（金）　「文化財防火デー」 市内各地で防火運動実施

ある日、どこかで… ２０１３年２月１２日号

総人口 63,178 人（－ 43 人） 総世帯数 29,319 世帯（－29世帯）

むつ地区 48,743 人（ー  16人） 川内地区 4,617 人（−   8 人）

大畑地区 7,905人（−  14人） 脇野沢地区 1,913 人（−   5人）
（　 ）内は前月比


	20130212_01
	20130212_02
	20130212_03
	20130212_04
	20130212_05
	20130212_06
	20130212_07
	20130212_08
	20130212_09
	20130212_10

